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特集 児童施設運動会
障害者支援センター未来秋季旅行



年の瀬も押し迫り、皆様におかれましてはま
すます御健勝のこととお慶び申し上げます。本
年も、障害者支援センター未来の運営につきま
して、保護者の皆様をはじめ、地域の皆様、関
係機関の皆様から格別のご理解とご協力を賜り
ましたこと、厚く御礼申し上げます。

今年も変化の激しい一年でした。もう毎年の
恒例になった猛暑。そして円安や原材料費高騰
による物価上昇も続いておりコスト増への対応
にも苦慮しております。また「人手不足」の問
題。人材確保が喫緊の最重要課題です。

変わらないのは利用者への想い。利用者一人
ひとりが「未来」に向かって前向きに自分らし
く過ごせるよう社会参加の機会や個別支援の充
実を目指し、研修参加や資格取得の奨励など支
援体制の強化に努めて参りました。人材不足と
言われる厳しい時代ですが、職員一人ひとりの
連携と、地域の皆様との協力関係が私たちの強
みです。

皆様の温かいご協力のおかげで、大きな事故
もなく、笑顔あふれる一年を過ごすことができ
ましたこと、厚く御礼申し上げます。まだまだ
至らぬ点もございますが、新年も地域に開かれ
た事業所として、より一層の向上を図ってきた
いと思います。

時節柄、ご多忙のことと存じますが、くれぐ
れもご自愛くださいませ。 来年も変わらぬご
愛顧をお願い申しあげるとともに、皆様にとり
まして新しい年が幸多き一年となりますようお
祈り申し上げます。

障害者支援センター未来
施設長 松島寿樹
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２０２５年もお世話になりました

師走を迎え、寒さも一段と厳しくなっ
てまいりました。皆様いかがお過ごしで
しょうか？

11月には、秋の遠足でザ・ヒロサワ・
シティ ユメノバに遊びに行ってきまし
た。今回も春の遠足と同様に児童入所施
設の未就学児と一緒に総勢20名で楽しん
できました。現在すたーとを利用してい
る子ども達は、乗り物が好きな子が多く、
本を見ながら「ひこうきー！ガタンゴト
ン！（電車）」等と毎日のようにお話し
てくれるます。「実物を見せてあげた
い！」との想いから、陸・海・空・宇宙
のテーマパークのユメノバさんへ行く計
画にしました。到着すると、目の前には
いかにも楽しそうな大きな複合遊具。遊
具で遊ぶ事を後回しにする事はもちろん
出来ず…すぐにみんな遊び始めました。
階段の上り下りだけを楽しむ子、滑り台
を何度も滑って遊ぶ子、遊具では遊ばず
に展示されている電車に向かう子…楽し
み方はそれぞれです。ボルダリングに挑
戦する子もたくさんいました。登り終え
ると達成感から、満足気な笑顔を見せて
くれました。たくさん遊んだ後は、お楽
しみのお弁当！みんなでわいわい楽しく
食べました。お弁当を食べてからは、電
車・消防車・救急車・飛行機等の見学へ
出発！本で見ていた乗り物を見て、とて
も喜んでくれました。１日を通して子ど
も達のたくさんの笑顔を見る事が出来ま
した。帰りの車内では、気持ちよさそ～
に眠る子ども達の寝顔も見られました。

今年も大変お世話になりました。来年
もよろしくお願い致します。皆様、良い
お年をお迎えください。

児童発達支援事業所 すたーと
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開会式

筑峯から世界へ。グルメツアーペアレース
ךּפּ ︣Ḯ

︡ḭ ḭ ḭ
︡ ︣Ḯ

紅白玉入れ
ḱ ︣Ḯ



サマーバケーションin福島・栃木
ḭ

︣Ḯ
ךּ טּ שּ תּשּ ḭ

ṇ
וֹ ︣Ḯ

ṇ ṇ ḭ
ḭ ṇ ךּפּ ︣Ḯ

綱引き
פֿ ︣Ḯ
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大掃除
1 ḱệ ḱểỂ וֹצּ ︣Ḯ

וֹ ︡
ךּ ḭ180צּ︣ ṇ ︡ ṇ

ךּפּ ︣Ḯ
ṇ אל וֹ

טּ Ḯ פּ צּ
צּ ḭ

ṇ ︡ פּ ︣Ḯ

今年のダンスは、「2億4千万の瞳」
～エキゾチックジャパン～
Ễ Ệ ḭצּ אל ṇ
קּ ︣Ḯ ךּ לּ
וֹ שּ Ḯךּאל

ḭטּאל ḭ
בֿ קּךּ ︡ ḵלּ
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閉会式
︣Ḯ

ḭ ︡ Ḯ

華のステージ
כֿ ḭ

ḭ
ḭ פּ ḭ
ṇ ể ￼

קּךּ ︣Ḯ
Ṅ שּ שּךּ

ṇ פּ
︡ צּ

וֹ ︣Ḯ

紅白対抗リレー
ḭ ︡ Ḯ

ḱ
28 ︣Ḯ
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寒さを乗り越えて
10月７、８日の１泊２日で群馬県みなかみ方面へ秋季旅行に行って来ました。

１日目はラフティング！10月のラフティングは誰がやるのかと言う位に寒い中での
活動になりました。しかし、いざ水の中に入ってしまうとそれほど寒さは感じず、
皆さん水の中に飛び込んだりして10月のラフティングも悪くないと思うほどでした。
２日目は前日の寒さがウソのような晴天！汗ばむ陽気の中、こんにゃくパークでこ
んにゃくの製造工程を食い入るように見つめていました。来年はどこに行こうかと
話をしながら帰路につきました。

障
害
者
支
援
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未
来
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業
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馬
県
み
な
か
み
町



10月、1泊2日の旅行に出かけました。「地元つくば・土浦の名所を楽しもう」と
いうテーマのもと、筑波ふれあいの里に宿泊し、1日目は筑波山登山、2日目は霞ヶ
浦をホワイトアイリス号で周遊するプランを立てました。おやつには、筑波山の麓
で名物のかりんとう饅頭を、2日目にはハスの実入りどら焼きを味わうなど、味覚か
らも地元を満喫できる内容でした。

しかし、初日はあいにくの雨…。登山は断念し、代わりにアクアワールド大洗へ
行くことに。変更となったものの、利用者の皆さんは楽しんでくださったようで、
駐車場に着くなり笑顔を見せる方や、「水族館楽しかった！」という声も聞かれ、
満足していただけた様子でした。2日目のホワイトアイリス号での霞ヶ浦周遊では、
2階の屋外席に座って風や波しぶきを感じながら、皆さん楽しそうに過ごされていま
した。

障
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秋も深まり、木々が色とりどりに染まる11月下旬、児童施設では秋の遠足として筑波山へ
出かけました。お天気にも恵まれ、まさに山登り日和。子どもたちも職員も、朝からワクワク
した様子で出発しました。

当日は、子どもたちの体力や年齢に合わせてルートを編成。筑峯学園から歩いて登る班、
ケーブルカーを利用する班、ロープウェイで登る班と、それぞれのペースで山頂を目指しまし
た。初めての筑波山に少し不安そうな子もいれば、期待に胸をふくらませる子も。職員も久し
ぶりの登山に、子どもたちと同じ気持ちで臨みました。

「途中で諦めてしまう子がいるかも…」という心配もありましたが、なんと全員が無事に登
頂！ 頂上では、筑峯特製のおにぎり弁当を頬張りながら、達成感に満ちた笑顔があふれてい
ました。

また、今回の遠足には保護者の皆様にもご参加いただきました。一緒に登っていただいたり、
頂上での応援をいただいたりと、子どもたちにとっても職員にとっても心強く、楽しい時間と
なりました。

帰り道では「楽しかった！」「あのお山に登ったんだよ！」と話す子どもたちの声があちこ
ちから聞こえ、今回の遠足が素敵な思い出になったことを実感しました。

今後も、子どもたちの笑顔があふれるような楽しい企画を計画してまいります。ご参加・ご
協力いただいた保護者の皆様、誠にありがとうございました。

児童入所施設
秋の遠足 ～筑波山登山～
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つい先日まで「暑い、暑い」と口にしていましたが、気が付くともう体に堪える
寒さを感じる季節になりました。地域畑では玉ねぎの定植の真っ最中です。昨年度
は苗作りを失敗し、殆ど収穫できませんでしたが今年はどうしようと考えるくらい
に苗が育ってくれました！春には大きく実った玉ねぎを皆様のもとへ届けられるよ
う管理していきたいと思います。今年度は新たな挑戦として利用者さんに機械を
使って畑を耕してもらいました。初めは緊張していましたが、慣れると「またやり
たい！」と笑顔が見られ、こちらも一安心。更に様々なことに挑戦してもらいたい
と思います。寒さが増す中利用者、職員共に健康に気をつけながら作業を進めてい
きたいと思います。
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あっという間に季節が過ぎ、気が付くと周りの木々のからは葉が落ち、赤や黄
色の葉が目立ち始め、あれだけ勢いのあった草や蔓も勢いをなくし始めたころ、
畑も空きが多くなり寂しさが出てきましたが、来年に向け各班では少しずつ春に
向けた準備も始まっています。畑を広げる為、土起こしが得意な人や草を取るの
が得意な人、また運ぶのが得意な人、それぞれが生き生きと活動しています。秋
の収穫も終え食欲をそそる季節。収穫後の味見を楽しみながら、体調を崩しやす
い季節を元気に乗り切りたいと思います。

障
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者
支
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節
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目
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永井事業所・グループホーム
リアル野球盤対決

11月11日の「ポッキー＆プリッツの
日」に、永井の皆さんとグループホーム
との交流会を開催しました。

お昼には、グループホームで手作りの
バターチキンカレーを調理し、永井の皆
さんと一緒に楽しく食事を囲みました。
香り豊かなカレーに、皆さんの笑顔が広
がるひとときとなりました。

午後からは、メインイベントの「リア
ル野球盤」で対戦！

第1試合は永井1グループ vs 平沢A1、
第2試合は永井2グループ vs 平沢A2で行
われました。予想以上に点が入りにくく、
どちらの試合も白熱した展開に。応援に
も熱が入り、大いに盛り上がりました。

利用者の皆さんも積極的に参加され、
楽しい気分転換の時間となったようです。
今後もこのような交流の機会を大切にし、
日々の活力につながるような企画を考え
ていきたいと思います。



作谷の門扉が新しくなりました

グループホーム作谷が開所してから17年が
経過し、建物も老朽化している部分が目立ち
修繕が多くなってきました。作谷の門扉も一
度付け替えをしてはいますが、フレームの破
損が著しく、開閉が大変になっていました。
この度、国からの大規模修繕工事補助金を利
用して修繕を行いました。11月の中頃から工
事を始め、11月末にようやく新しい門扉が完
成しました。

グループホーム平沢も含めて老朽化による
故障や破損が目立ってきているものの、修繕
にはお金がかかる上、昨今の物価高の影響も
あり、簡単には業者に依頼できない状況と
なっておりますが、利用者さんの安全の為に
も必要な修繕は速やかに進めていきたいと思
います。

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

私
は
、
相
談
支
援
に
携
わ
る
前
は
16
年

間
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者
支
援
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タ
ー
未
来
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事

業
所
に
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援
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し
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た
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縁
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支
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支
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利
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と
関
わ
る
こ
と
で
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
人
生
に
今
ま
で
よ
り
も
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く
関

わ
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と
感
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い
ま
す
。
年
齢
に

よ
っ
て
、
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用
す
る
サ
ー
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ス
や
ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
法
等
は
異
な
り
、
考
え
て
い

く
こ
と
も
様
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で
す
。
し
か
し
、
そ
の
人

に
と
っ
て
よ
り
良
い
人
生
と
は
何
か
？
何

を
心
か
ら
望
ん
で
い
る
の
か
？
日
々
の
生

活
の
中
で
幸
せ
と
感
じ
る
こ
と
は
な
に

か
？
持
ち
味
（
強
み
）
は
何
か
？
な
ど
、

利
用
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
「
何

か
？
」
の
目
線
を
持
ち
、
模
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し
て
い
く

こ
と
は
共
通
し
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い
る
と
思
い
ま
す
。

日
常
の
何
気
な
い
こ
と
か
ら
壮
大
な
夢

ま
で
を
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に
、
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者
さ
ん
を
中
心
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て
、
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護
者
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方
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関
係
機
関
、
支

援
者
が
一
丸
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て
支
援
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し
て
い
く
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
生
に
寄
り
添
え
る
グ

ル
ー
プ
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
様
々
な
こ
と
へ
の
ご
協
力
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひとりひとりの人生に寄り添う

相談だより

相談支援専門員
山根浩二

寒さに負けない食事をしよう

気温も下がり寒さが身にしみ
る季節になってきました。空気
が乾燥しているとウイルスや細
菌に感染しやすくなります。

ねぎ：においのもとアリシン
には風邪予防の働き。

ほうれんそう：ビタミンCは水
に溶ける性質なため、スープや
鍋など汁ごと食べるのがおすす
め。カロテンもたっぷり。油に
溶ける性質があるので炒め物な
ど油と一緒に摂ると体に吸収さ
れやすくなります。

いろいろな冬野菜を食べ免疫
力を高め風邪や病気を予防しま
しょう。

給食だより



未来・ほっとハウス合同保護者会
～親亡き後を考える～

11月7日に障害者支援センター未来と共同生活援助事業所ほっとハウスの保
護者会が開催されました。

今回のテーマは「親亡き後」についてでした。
ご家庭ごとに心配される内容はさまざまですが、共通しているのは「親が亡

くなった後も、子どもたちが安心して生活できる場所が確保されるのか」とい
う点です。親の老いや寿命、そしてご本人たちの高齢化も、今後直面していく
課題となります。

支援する人や機関が変わっても、本人の想いに寄り添うことは、福祉の分野
において基本とされています。どこにいても安心して暮らせることが望ましい
一方で、新たな環境には不安も伴います。その不安が、行動や精神状態に影響
しやすい利用者さんたちを思うと、「筑峯学園の中で最後まで見てほしい」と
いう親御さんの願いが強く伝わってきました。

その信頼に応える事業を、今後も継続していこうと改めて強く感じました。
とはいえ、制度上、保護者や親族にしかできないこともあります。
保護者ができること・できないこと、成年後見人ができること・できないこ

と、そして社会福祉法人筑峯学園ができること・できないことについて、整理
しておく必要があります。

その中で、親御さんの想いや必要な情報などをまとめて記しておける「ノー
トのようなものが欲しいですね」という話になりました。今後、さまざまな方
面の力をお借りしながら、作成していきたいと考えています。

今後も継続して、保護者の皆様と情報交換をしていく予定です。
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今後のイベント予定

12/21 ほっとハウス クリスマス会
12/25 児童施設 クリスマス会

障害者支援センター未来 もちつき
12/26 ほっとハウス もちつき
１/5   児童施設 初詣
3/7 チャレンジアートフェスティバル㏌つくば

舞台発表＠カピオホール
3/10～15 チャレンジアートフェスティバル㏌つくば

作品展＠つくば美術館

※諸事情により、中止や日程が変更となる場合もあります
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児童施設では、干支の制作に取り組んでい
ます。

子どもたちの足型をとり、そこにパーツを
付け足して馬の顔に仕上げます。

絵の具を足の裏に塗るときは、くすぐった
がってしまうかな、どんな反応があるかなと、
こちらもわくわく。

しかし、子どもたちは逃げることなく、そ
の後の仕上がりを楽しみにしているかのよう
でした。

これから大小さまざまなお正月の飾りが出
来てきます。よい年を迎えられますように。

足型が変身！みんなでつくる干支の馬



Ｇ9サミット ご報告

12月5日6日に、戦前からの知的障害児入所施設９施設の集まりが、Ｇ９サミットと

称して滝乃川学園と藤倉学園の幹事により開催されました。筑峯学園からは3人で参

加してまいりました。

『分身ロボットカフェ DAWNver . β』を訪問しました。同カフェは、さまざまな理

由で外出が難しい方々が、分身ロボット「OriHime」「OriHime- D」を遠隔操作し、接

客などのサービスを提供する常設実験カフェです。ロボットのカメラを通して店内の

様子が見え、手や顔の向きを操作しながら会話することで、ロボットの先にいるス

タッフの存在を身近に感じることができました。

続いて、新宿区に開所予定の障害者グループホーム等施設「ともいろ」（滝乃川学
園）を見学しました。建物には多くの工夫と想いが込められており、開所を目前に控
えた現場の緊張感と期待が伝わってきました。

2日目は、9施設がどのような時代背景の中で運営されてきたのかについて、東洋大

学教授・高野聡子氏より講義を受けました。制度が整う前から必要性を国に訴え協会

を設立した経緯や、就学猶予・就学免除の撤廃に至る流れなど、制度の変遷とともに

事業を進めてきた先人たちの姿勢に触れることができました。

今回の視察を通して、これからの時代における事業運営の在り方を改めて考える機

会となりました。利用される方々やご家族、地域、そして共に働く仲間を大切にしな

がら、先駆者の想いも受け継いでいきたいと思います。

また、視察の合間には、滝乃川学園の石井亮一・筆子記念館の前で集合写真を撮影

しました。かつての先駆者と同じ構図で並ぶという貴重な機会となり、理事長代理と

して大役を務めながら、他法人の理事長や施設長の皆さまと肩を並べる場面に身が引

き締まる思いがしました。（井上真唯）
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